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研究成果の概要（和文）：本研究は、コミュニケーションを目的とするスマートフォンアプリでのグループ作成
機能に着目し、グループでのコミュニケーションにおけるユーザの感情面を検討するものである。例えば、ユー
ザがLINEのグループトークで返信を待たされることによって発生するネガティブ感情に関して、LINEへの依存度
や、登録している友達の人数やグループの数などとの関係を調査した。また実験を行い、テキストメッセージの
種類（丁寧な文、くだけた文、くだけた＋絵文字や顔文字を使用した文）によって感情伝達の正確さを検討し
た。これらの調査・実験によりモバイル端末でのグループコミュニケーションへの依存や感情面を様々な角度か
ら検討した。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the group creation function in smartphone 
applications for communication purposes, and examines the emotional aspects of users' group 
communication. For example, we investigated the relationship between the degree of dependence on 
LINE, the number of friends registered on LINE, and the number of groups, with regard to the 
negative emotions generated when users have to wait for a reply in LINE group talks. Experiments 
were also conducted to examine the accuracy of emotion transmission according to the type of text 
message (polite sentences, casual sentences, casual + sentences using emojis or emoticons). Through 
these surveys and experiments, we examined the reliance on group communication on mobile devices and
 its emotional aspects from various perspectives.

研究分野：教育工学

キーワード： グループチャット　テキストメッセージング　ネット依存　マルチタスク　スマートフォン　情報教育
　情報モラル　感情伝達

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が焦点を当てているインターネットを用いたスマートフォンでのテキストベースのコミュニケーションに
おいて、グループでの使用は一対一に比べて感情的な方略が多様になる。それゆえ、メンバーの心的な負担につ
ながり、結果としてモバイル端末のコミュニケーションへの依存の原因の一つになっているのではないかと考え
られる。更に、グループからの追放やグループ内での無視が現在のネットいじめの一つであると考えられる。本
研究で得られた知見は、教育現場におけるネットいじめやトラブルへの対応や予防に応用できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、モバイル端末であるスマートフォンのコミュニケーションアプリケーションへの
依存に関して、アプリケーションのグループ作成機能（例：LINEアプリケーションのトーク（メ
ール）では、LINEアカウントを持つ者はグループを作成しメンバーの追加や削除ができる）に
着目し、作成されたグループにおけるコミュニケーションの感情面を詳細に分析するものであ
る。すなわち、グループ作成機能による依存への影響と個々人の感情面による依存への影響をそ
れぞれ単独に追究するだけではなく交互作用についても詳細に検討するものである。本研究の
研究開始当初の計画であるグループに注目した分析は、ネット依存に関する国内外の論文を探
しても見当たらず、オリジナリティが高かった。 
 モバイル端末を用いたコミュニケーションへの依存には、相手との関係の維持を強く求める
ことや不安傾向など、感情と結びついていることは疑いの余地がない。研究代表者は、感情が伝
わりづらいスマートフォンの文字ベースのコミュニケーションへの依存には、メッセージング
における感情伝達や感情方略（送受信者による自身の感情伝達の操作のことを指す）等の送受信
者の感情面が深く関係していると考えている。他方、コミュニケーション研究において、グルー
プ内の人間関係がグループメンバーの心的な負担になる場合があることがわかっている。上述
のように現在のスマートフォンのコミュニケーションでは、閉じたグループの作成可能なアプ
リケーションも普及しており、一対一のやり取りに限定されない。グループでは他者の存在があ
る。すなわち、メンバー各々には同じグループの他者それぞれとの関係があり、特定の他者との
やり取りには、それを見ている傍観者もいる。またメンバー各々にはコミュニケーションや対人
関係に関する個人特性がある。従って、グループでのコミュニケーションは一対一の時に比べて
感情的な方略が多様になり、グループメンバーの心的な負担につながり、結果としてスマートフ
ォンのコミュニケーションへの依存の原因の一つになっているのではないかと考えられる。更
に、グループからの追放や無視が現在のネットいじめの主な原因の一つと考えられる。 
本研究は、コミュニケーションを目的とするモバイル端末のアプリケーションへの依存に関
して、アプリケーションのグループ作成機能に着目し、作成されたグループにおけるコミュニケ
ーションの感情面を詳細に検討する。また、教育現場におけるネットいじめ等の課題への対応や
予防という応用につなげることが期待できる。 
 
２．研究の目的 
  
はじめに行った調査（調査 1）では、モバイル端末のテキストメッセージングアプリケーショ
ンにおけるグループチャットで自分以外が送信したメッセージに対して返信をせずに送信者を
待たせている状況において、待たせる側にネガティブ感情の生じる要因として、テキストメッセ
ージングアプリケーションへの依存度に着目し、その関係を明らかにすることを目的とした。 
次に行った調査（調査 2）では、スマートフォンで多く用いられているコミュニケーションア
プリケーションの LINEのグループコミュニケーション機能であるグループトークに着目して、
ネガティブ感情の発生と LINEでの「友だち」の数及び「グループ」の数との関係を明らかにす
ることを目的とした。 
 続いて行った実験（実験 1）では、テキストメッセージングにおいて、書き手の感情を正しく
解釈すること、また自身の解釈に対する確信の度合いが、解釈の材料としての書き手のテキスト
メッセージの形式によって異なるかどうかを明らかにすることを目的とした。 
 最後に行った調査（調査 3）では、LINEのグループコミュニケーション機能であるグループ
トークに着目して、グループトークのメンバーのうち特定の対象者とそれ以外の者に分ける場
合、それぞれのメンバーの反応（返信の有無）が、反応を待つ、あるいは待たせているグループ
メンバーのネガティブ感情の発生にどう関係があるのかを明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
  
調査 1は質問紙調査法を用いた。質問紙で尋ねた LINEへの依存度に関する尺度のデータに
ついては、サブ尺度である依存度の３つの側面に分け、これらの側面のどれがネガティブ感
情の発生に関係しているのかを分析した。 
 調査 2は、質問紙調査法を用いた。グループトークのメンバーが返信を待たせる側と待つ（待
たされる）側の双方の立場に置かれているときを想定した質問紙を作成し、それぞれの立場にお
いてメンバーのネガティブ感情の発生の有無を調べた。ネガティブ感情の発生と、同じ質問紙で
尋ねた LINE に登録されている「友だち」および「グループ」の数の関係を分析した。 
 実験１は、オンラインでの実験であり、大学生を対象に行った。具体的には、Zoom による実
験の説明と教示、ウェブを用いた質問紙実験法を併用して行った。この実験では、材料として過
去の実験データである実際に大学生が書いたメッセージ文 3種類（丁寧な文、くだけた文、くだ



けた文＋絵文字や顔文字）を準備した。それらのメッセージを参加者にメッセージを受け取った
読み手の立場になって読んでもらい、書き手のメッセージ送信時の感情の解釈を行ってもらっ
た。得られた解釈データから、その正確さを詳細に分析した。 
 調査 3 は、LINE グループにおいて返信を待つ側に着目して、状態要因×グループ要因（友人
など）×人物要因（特定の対象であるか）による複数のネガティブ感情の発生の違いを調査した。
また、同じ要因を用いて、返信を待たせている側にも着目した。さらに、グループの場合と個人
間のやり取りでの違いを明らかにするために、個人間のやり取りについても同様に調査を行っ
た。 
 
４．研究成果 
 調査 1 を分析した結果、感情の生じやすさの特性やコミュニケーションの維持に関する側面
は感情の発生に関係していたが、LINE の過剰な使用の側面はほとんど関係していなかった。そ
の他にも多くの知見を得た。しかし、調査１ではグループの持つ様々な要因に関する検討は行っ
ていない。 
 調査 2を分析した結果、調査票で設定した多くの状況で、ネガティブ感情が発生する人のほう
が発生しない人よりも「友だち」及び「グループ」の数が多かった。続いて、上述の結果をふま
えてネガティブ感情が発生する人に注目し、ネガティブ感情の発生のタイミングと「友だち」及
び「グループ」の数との関係を分析した。その結果、主に既読状態（受信者がメッセージを開い
たことを送信者に通知されている状態）で返信を待つ状況においてネガティブ感情の発生まで
の時間の長さと「友だち」および「グループ」の数に正の相関がいくつか認められた。その他の
調査、分析においても多くの知見を得た。しかし、まだ、グループの持つ様々な要因をすべてカ
バーするような検討はできていない。より多くの要因の影響を検討するべく、これらについては、
今後検討する必要がある。 
 実験 1で得られた解釈データから、その正確さを詳細に分析した。その結果、丁寧な文のメッ
セージが書き手である送信者の感情を読み手である受信者が正しく解釈している程度がもっと
も高いこと、くだけた文では絵文字や顔文字が含まれるほうが正しく解釈される程度が高いこ
とが示された。さらに、メッセージの読み手である受信者が書き手である送信者の感情を正しく
解釈できているという確信度については、受信者の正しい解釈との間に関係が認められなかっ
た。これらの結果から、グループでのやり取りにおいても同様の傾向が見られるかどうかについ
て、今後検証する必要があり、これについては今後の課題である。 
 調査 3 の主な結果としては、LINE グループにおいては、返信を待つ場合も待たせる場合も、
グループの中に特定の対象者がおり、その人に関係するかそれ以外の人に関係するかによって、
ネガティブ感情の発生に違いがあることが明らかになった。 
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